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め 養豚家は汚染 豚群 を一掃 し ，豚舎およびその 

周辺を消毒しその 後 2 カ月放置する。 もしこの 

養豚家がスエ ー デン方式による 子 豚を導入し， 

2 年間 SEP および AR の発生がなければこの 

養豚場は「疾病不在養豚場」として 認定され 

る。 本方式は小規模な 養豚場で好成績を 収め 

た。 しかし大規模養豚場では - 度に多くの豚を 

排除し，さらに 多数の健康豚を 調達しなければ 

ならないなど 問題があ った。 したがってこのよ 

うな 多頭 専業養豚場では 第 2 の方式が採用され 

た   

2)  これはいわぬる 米国 (Young etaI.) 方 

式による SPF 豚であ る。 すなわち本法はスエ 

ーデン方式よりも   - 層疾病の排除については 厳 

格であ る。 本法は米国の Young とその協同研 

究者によって 開発され，その 後ョ一ロ ，パに は 

最初英国の Bett が導入したものであ る。 これ 

は母豚が感染していても 胎盤によって 胎児が感 

染から守られていることを 利用し，妊娠 112 日 

目に子宮切断によって 子 豚を汚染しないように 

とり出す。 その後 5 週間は滅菌人工 乳 によって 

陽圧の アイソレータ 一内で飼育される。 環境， 

給水，飼料を 徐々に @ 般の飼育に準ずるように 

ならしてゆ き ，ここに Pr ㎞ arySPF 豚がつく 

られる。 最初のうちは SPF 豚 生産にかなり 費 

用がかかるが ，現段階ではその 数もふえたため ， 

多くの養豚 家は SecondarySPF 豚を購入でき 

るようになっている。 現在 PrimarySPF 生産 

施設は 10 カ所を有する。 さらに Secondary 

SPF の基地も数ヵ 所あ って， ここで繁殖用 種 

豚の生産が行われている。 

しかし 1969 年に至って ， 仝までの方式を 変 

更 せざるを得なくなった。 理由はきわめて 多く 

の見学者の来訪によって PrimarySPF 豚 生産 

施設の多くが 汚染されるに 至ったからであ る。 

結局 SPF 状態を保った 施設が 3 カ所残った 

が， これだけではすべての 要求を満すに 不十分 

であ った。 しかし数ヵ所の SecondarySPF 豚 

農場が汚染をまめがれ ，かつこの時点で 子牛生 

産センターが 援助してくれることとなった。 し 

たがって 1969 年以後はつぎのようにシステム 

替えが行われた。 

  

l. SPF 化のための Secondary 豚 供給 農 

場 

2. SPF 繁殖用疎生産農場 

3, SPF 肥育 豚 専門農場 
SPF 豚 供給農場はきわめて 厳格におのおの 

の疾病をチェック し ，とくに SEP, AR, 豚ホ 
痢 ， レ ブ トス ピラ ，ブルセラ，サルモネラ ，ヘ 

モ ブ イレスおよび 外部寄生虫は 不在でなければ 

ならない。 さ刃 C 生産計画 @C もとづいて育種の 

面からも優秀な 系統を保有するよう 配慮がなさ 

れた。 大農場の 5 ～ 10% の子豚は別途 g0kg 

まで肥育され ，これをと殺して 剖 見所見を詳細 

に検査する。 

alv 壷 l11 且 <ers における 

スイスのフランス 測地帯ではドイツ 側のそれ 

より長期にわたって SPF 化が進められてきて 

いる。 いままではフランス 側 スイスにおける 養 

豚はドイツ 側 スイス地方のそれより 劣ってお 

り， とくに疾病予防の 面でそれが明らかであ っ 

た。 しかしそれをフランス 側 スイスの養豚組合 

員が意識し獣医衛生の 指導者とその 対策につい 

て積極的な討議をする 段階になった。 著者は 

Neuchatel 地方の獣医衛生指導官の 長 として主 

たる種族 家 とくにそのうちでも 種々の疾病に 濃 

厚に汚染されている 種豚 場主と相談し ， これら 

を SPF 化するよ う 計画した。 当初彼らは本計 
画の実行にきわめて 路 曙の色をみせたが ，宮主 

導型で Neuchatel 地方の MaIviIliers に Pri- 

mary SPF 豚 生産施設が発足した。 

本 施設における 最初の子宮切断 術は 1964 年 

f 月に行われ， 6 頭の母豚が対象となり ， 6 週 

後に 10 頭の雄 豚と 26 頭の雌 豚が 残され， Pri- 

maTySPF 豚 として使用された。 これらの育成 
率はきわめて 良好であ った。 

2 回目の子宮切断は 1964 年 6 月に行われた。 

この機会に PrimarySPF 豚を最初に生産する 

際人工 乱 その他の技術的な 援助をしてくれた 

二 ，三の民間会社に 感謝するとともに ，スイス 

における著名な 種 豚家 Jean Steib 氏の全面的 
な協力に深謝する。 氏は後に SPF 豚 流通協会 

の設立を成功させ 木会の初代会長となった。 
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PrimarySPF 豚を種 豚 とし SecondarySPF 

豚を生産するため ， 最初各日 齢 BU@c 豚舎を騰 
に区切ったが ， これではおのおのの 部分の消毒 

をしても一旦あ る箇所が汚染されれば 豚舎全体 

に 感染が拡がることを 防止できない。 そこでこ 

れら 16 区分を相互に 全く独立したコンパート 

メントとし各区分どとに 出入口とシャワ 一室を 

設けるよう改造した。 したがって，そこで 働く 

人々は各区分に 入るどとに衣服の 交換などを 

行うことになる。 豚舎は全体で 25m X 60m 

(1500m2) の広さを有する。 豚舎の中央には 

3m 幅の通路があ り，各区分は 空調され温度は 
15 ～ 17 。 C に保たれている。 冬季は温水によっ 

て ， また夏季は冷気によって 調節されるように 

なっている。 おのおのの区分における 豚の出し 

入れはオールイン。 オールアウト 方式によっ 

た。 これらのコンパートメントには Primary 

SPF 母豚が飼育され ，ここで出産された Se 巳 

ondary SPF 豚は離乳後， 別の豚舎に移され 
る。 このようにオールイン。 オールアウト 方式 

と，オールアウト 後の消毒 @c よって Primary 
SPF および Secondary SPF 哺乳豚は常に 一 

定のフロー ぅ のみに接触することとなり ， これ 

によって事故が 最小限度に止まった。 

本 施設は年間 3,000 頭の Sec0ndarySPF 子 

豚を生産する。 これらのうちから 28 日輪に最 

初の選抜を行い ，約 450 頭の雌 豚と 50 頭の雄 

豚が種豚 候補となり，他のものほ 肥育に廻され 

る。 またこの時期に SPF 検定が創見所見の 成 

績によって行われる。 候補豚は十数頭を 1 群と 

して 20 ～ 80kg までは 群飼 ， 不断給餌とし ， 

80ke 時点で超音波脂肪測定機などによってさ 

らに 種豚 としての選定を 行うと同等に 後代検定 

によって育種学的な 改良を行った。 種付けはな 

るべく優秀世系統を 残すため，発情の 同調化を 

行い人工受精 @C よった。 Primary SPF 豚の育 

成率は離乳 時 (28 日 齢 ) で 90% であ った。 

LaliSa ℡ 血 e における S 

た Duillier に作られ，前述の J. Steib によっ 

て維持されている。 彼は Pr ㎞ arySPF 生産施 

設当時から種々のアドバイスをしており ， この 

ことから Secondary SPF 生産 @C 関する知識は 

- ト 分であ った。 フランス 側 スイス地方の SPF 

化についての 重要な問題はこれをいかに 末端に 

普及 ( コマーシャル 化 ) するかであ った。 すな 

わち，一般の 子 豚 市場や， Conventi0naI 養豚 

場 @C これら SPF 豚を導入させるわけにはいか 
ない。 そこで J. Steib はフランス 側 スイス地 

方の種 豚家 ，肥育業者と 会合を重ね SPF 豚 独 
自の流通をどのように 推進するかについて 協議 

した。 この結果 1968 年 10 月 28 日に SPF 豚 協 
同組合 (Le SPF Coop 奄 Irative) が発足し正式 

に承認された。 以後本組合が SPF 豚の流通か 

らと殺にいたる 一連の事業を 推進することにな 

る。 

本組合は SPF 状態を保っことに 関し厳格な 
監視を行い，このことのために 組合は独自の 輸 

送網を有し，すべての 豚の運搬およびと 場への 

輸送を分担した。 またと 場 運搬用車は直接には 

絶対 SPF 農場 @C 出入することのないよう 注意 

がはらわれた。 組合における SPF 豚の流通， 

売買，と場搬入は 定期的に行われ ，これらは組 

合の規約としてうたわれている。 

表 ] にはスイスにおける SPF 生産の年次別 

の状況として Lausanne 地方における 成績を 

示した。 すなわち， 1970 年と 1973 年との比較 

であ るが，注意すべきは 雌豚 1 ～ 5 頭までの飼 

育者はほとんど SPF 化をしておらず ， この； 

テゴリー ( 表 中丁 欄 ) @c 入る 雌啄め Lausanne 

地方における 全雌 膝頭数に占める 割合は 1970 

年度の 49.2%, また 1973 年にはその割合は 比 

較的減少して 35.45% を占めている。 ここで 

い えることは，本地方 ( それはスイス 全地方に 

もあ てはまるが ) における 種豚 飼育者の大部分 

はきわめて少数を 飼育しているにもかかわら 

ず，実 ほこれらの豚の 飼育頭数が全飼育数の 約 

半数を占めていることであ る。 さらにこのよう 

MalviIIiers における PrimarySPF 豚を導 た飼育者は SPF 化を行っていない。 しかし飼 

入し， Secondary SPF 豚を生産した 最初の施 育頭数が大型化するにつれて SPF 豚 飼育割合 

設は Vaud 地方 Geneva から 20km はなれ が多くなり，カテゴ リー Ⅱ C50 頭以上 雌豚飼 
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表 l Lausanne における SPF 豚 生産の年次別状況     
  
    1970 ! 1973   
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* 1-5 頭 雌豚 飼育者 (1) の SSP CSPF) の保有割合 ( 勿 ) 

盲者 ) に至っては全農場が SPF 豚のみを飼育 老 改善された。 

している。 総括として， Lausanne 地方におけ 3) 90k9 ( と殺 時点 ) 到達 日齢 における 生 

る 1970 年度の SPF 種豚 数は全飼育種 豚数の 産 原価は ConventionaI 豚にくらべ生体重 lke 

17%@c すぎなかったが ， 3 年後の 1973 年には 当り約 40 円 (32 サンチーム ) 節約された。 19 

49% と 飛躍的に増加している。 70 年度における SPF 豚のと場での 価格は生体 

lkg につき， 3.60 スイス。 フラン， また枝肉 

は 4.65 スイス。 フランであ った (1976 年度の 

SPF 豚に関して種々の 成績が出ているが ， レート : Ⅰ米ドル =3.84 スイス・フラン )0 

ここには Zurich  周辺の SPF  豚 農場における 
Dr.H.Keller  の報告を紹介したい (DjeGrUne 

Nr@ 38/1970 ， Die@ Gesundheit@ als@ Rentabili- SPF 豚が哺乳中から 離乳期にかけて ， もっ 

tatsfaktor@ in@ der@ Schweineproduktion)   とも問題になるのは 大腸菌 症 (c0libac Ⅲ osis) 

1) 20kg 到達時における 育成率は従来の 80  であ る。 細菌の検定には GalllVaIerioInstitut 

老から 89% に増加した。 が 担当したが， NeuchfitaI 地方における 子琢 

2) SPF 肥育 豚群 における飼料要求率は 15  の損耗の 80% が大腸菌 @c よるものであ った。 
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大部分のものは 大腸菌による 腸炎であ ったが， 

下痢の症状をみない 敗血症も無視できない。 こ 

れらの発生の 大部分は生後 1 ～ 20 日齢の間に 

みられた。 もし大腸菌による 下痢が完全に 予防 

できれば，離乳期までの 子豚の育成については 

@ き とんど問題がなくなるといってもよい。 

大腸菌以外に SPF 豚に問題があ るとすれ 
ば， そのひとつに m 彫物 坤ゐ ifMS 沖揮ル勿 oJ ノ - 

が cMs による肺疾患があ げられる。 木蘭に感染 

すると 発眩 し，食欲不振となり ，嘔吐を伴うこ 

ともあ り発熱もみられる。 抗生物質は本症に 劇 

的な治療効果を 示しかっ生体は 免疫を獲得する 

が 問題は治癒 豚が本 菌の保菌者になることであ 

る 。 もし， このような豚が 肥育の目的で 他の 

HaemophiIus 不在の農場に 運ばれた場合， 2 

～ 3 日の潜伏期の 後に本病が enzootic に発生 

する恐れがあ る。 本 菌の疫学については 不明な 

点も多いが，一般に SPF 豚を輸送する 場合， 

運搬車を十分に 消毒しないことによると 考えら 

れる。 

SPF 豚 @C おけるその他の 疾病の一つに H 形 - 
佛 ゆん iz 邪タ &/05%is 感染があ る。 本症は多発漿 

膜炎 (PoIyseros 田 s) を併発する。 これらの疾 

病のコントロールはきわめて 困難であ るが現在 

ワクチンの開発が 進められており 期待されてい 

る 。 

SPF 農場の汚染について 調査した結果 1973 

年末に一農場で 40 頭の種 豚が SPF に感染し 

ていた以外 @C はない。 これはどく近く @C Co 肛 

ventional 豚 農場があ り， 約 半年の間にここか 

ら徐々に汚染が 広がったと考えられている。 こ 

の原因として ConventionaI 豚を不用意に 

SPF 豚 農場 @C 導入したことによるが ， 本 農場 

は 現在 SPF 豚 組合の会員から 除名処分をうけ 

ている。 

結 e& 
仮 Ⅱ ヰ 

l) SPF 豚 飼育者は ConventionaI 豚のそれ 

に比較して良好な 成績を得ている。 

2)  しかし，育種学的に 能力の向上を 無視す 
ることはできない。 したがって血液更新を 多分 

に考慮する必要があ る。 

3) SPF 状態を保つ衛生管理は 絶対に必要 

で，それはつぎのように 要約されよう。 

1.  日常の汚染予防対策が 前提となる。 

2. 一般の見学者は 入場させない。 しかし， 
やむを得ない 最少限度の来訪者には ， シ ャ 

7%  更衣，消毒された 長靴の使用を 義務 

づける。 

3. SPF 農場の基礎ができあ がったら SPF 

農場として組合から 認定している 所以外か 

ら豚を導入しない。 

4.  農場の SPF 状態を保たせるために i チ 

breed にするべきでなく ，系統の異なる 優 

良品種の血液を 人工受精あ るいは子宮切断 
によっで導入すべきであ る。 

5.  と場，あ るいは他の農場に SPF 豚を運 

搬する場合，運搬車を SPF 農場に近づけ 

ることなく，一定の 所に豚を運び ，そこか 

ら出荷する。 さらに積み下ろしの 前後にそ 
このデポ ，トを 消毒する。 農場に所属して 

いる人は運搬車に 近づかないようにする。 

6.  農場内で死んだ 豚については 獣医にその 

如 帆 置を委託する。 

7. 積極的に昆虫と 鼠の防除にっとめる。 
8.  農場の外郭はフェンスで 囲むことが望ま 

しい 0 

4) 組合は疾病防除対策と 同時に経済性 ( 坐 
産性 何上 ) の指導も行う。 

5) 獣医師は総括的な 立場からすべての 点に 

ついて日常の 監視を怠たってはならない。 
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